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静岡県焼津市 関方交差点 （位置と概要）

自動車交通量：449台/h（朝ピーク時）

せ き が た

自動車交通量 台 （朝 ク時）
通学路の指定：無 バス路線：無 事故件数 5件/(H20年度~H24年度）
市街地に隣接した水田が広がる市街化調整区域で、一般住宅のほかに、大規模倉庫や介
護施設等が点在している地域。

焼津市街地と近隣市を結ぶ主要な道路で通勤時間帯を中心に交通量が多い。焼津市街地と近隣市を結ぶ主要な道路で通勤時間帯を中心に交通量が多い。

対象箇所

対象交差点

藤枝市

駿河湾駿河湾

焼津市

1

焼津市の概要
面積：70.62ｋ㎡
人口：144,348人（平成25年7月1日現在）



静岡県焼津市 関方交差点 （実験前の状況）
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せ き が た
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出典：「焼津市ラウンドアバウト社会実験協議会資料」



静岡県焼津市 関方交差点 （実験中の状況）
せき が た
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出典：「焼津市ラウンドアバウト社会実験協議会資料」



（ピーク（ピーク時間ＯＤ時間ＯＤ 1/311/31（金）（金）77時帯：１時間）時帯：１時間）実験中の交通量実験中の交通量

静岡県焼津市 関方交差点 （実験中の状況）
せき が た
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歩行者： 7 4出典：「焼津市ラウンドアバウト社会実験協議会資料」



■実験前（無信号交差点）■実験前（無信号交差点）

静岡県焼津市 関方交差点 （実験中の状況）
せき が た

■実験前（無信号交差点）■実験前（無信号交差点）
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（平成26年1月31日撮影） 5出典：「焼津市ラウンドアバウト社会実験協議会資料」



静岡県焼津市 関方交差点 （実験中の状況）
せき が た

ピーク時の交通状況ピーク時の交通状況 （（1/31(1/31(金金)7:30)7:30頃）頃） 【【実験開始実験開始22週間後週間後】】
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ピ ク時の交通状況ピ ク時の交通状況 （（1/31(1/31(金金)7:30)7:30頃）頃） 【【実験開始実験開始22週間後週間後】】
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6出典：「焼津市ラウンドアバウト社会実験協議会資料」



Ｐ7静岡県焼津市 関方交差点 （実験中の状況）
せき が た

セミトレーラ連結セミトレーラ連結車車走行の状況走行の状況

40ﾌｨｰﾄｺﾝﾃﾅ車（車長１６．５ｍ） 通行状況

7出典：「焼津市ラウンドアバウト社会実験協議会資料」



自転車通行の状況自転車通行の状況

静岡県焼津市 関方交差点 （実験中の状況）
せき が た

自転車通行の状況自転車通行の状況
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8出典：「焼津市ラウンドアバウト社会実験協議会資料」



歩行者通行の状況歩行者通行の状況

静岡県焼津市 関方交差点 （実験中の状況）
せき が た

歩行者通行の状況歩行者通行の状況
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9出典：「焼津市ラウンドアバウト社会実験協議会資料」



朝と夜間の状況朝と夜間の状況

静岡県焼津市 関方交差点 （実験中の状況）
せき が た

朝と夜間の状況朝と夜間の状況

朝の状況 夜間の状況朝の状況 夜間の状況

10出典：「焼津市ラウンドアバウト社会実験協議会資料」



静岡県焼津市 関方交差点 （調査速報）
せき が た

■流出入・通過速度の変化■流出入・通過速度の変化 ピーク時間流出入平均速度ピーク時間流出入平均速度■流出入 通過速度の変化■流出入 通過速度の変化 ピ ク時間流出入平均速度ピ ク時間流出入平均速度
（実験前（実験前 11/1411/14（木）７時帯：１時間）（木）７時帯：１時間）
（実験中（実験中 1/311/31（金）７時帯：１時間）（金）７時帯：１時間）

流入部停止線

社会実験前後において、流出入速度は約
30km/h程度低下した。
環道走行速度は、実験前の交差点内速度
に比べ約30km/h程度低下した。

（流入部停止線位置）

■進行方向（A⇒B） 【実験前】■進行方向（A⇒B）

約30km/h低下km
/h
）

【実験前】
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行
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度
（

【実験中】

移動距離（m） 11出典：「焼津市ラウンドアバウト社会実験協議会資料」



静岡県焼津市 関方交差点 （調査速報）
せき が た

■遅れ時間の変化（平均旅行時間の変化）■遅れ時間の変化（平均旅行時間の変化） ※今回は速報値として旅行時間の変化を示す。■遅れ時間の変化（平均旅行時間の変化）■遅れ時間の変化（平均旅行時間の変化） ※今回は速報値として旅行時間の変化を示す。
・旅行時間：交差点手前20m～交差点流出20mまでの
間でOD別に集計

主道路の旅行時間は 全体的に増加し主道路の旅行時間は、全体的に増加し、
元々一時停止であった従道路側の旅行時間は
全体的に減少している。

8.8 8.0 8.7 8.4

12.1
15.2

13.8

8.64

18.8

13.0

16.4

11.7 12.8

16.8

10.5 11.4
12.9 12.649.9

8.2 8.4 8.6 8.4

4 0 5.0

10.0

15.0

10.0

15.0

20.0
旅
行
時
間
の

平
均
旅
行
時

4.8 4.1
3.0

-1.7
-3.9

-1.5 -0.8

4.0

-5.0

0.0

0.0

5.0

左折 直進 右折 左折 直進 右折 左折 直進 左折 直進

の
増
減
（
秒
）

時
間
（
秒
）

事前

事後

増減

12

A→C A→B A→D B→D B→A B→D C→B C→D D→A D→C

主方向 従方向 交差点

平均

出典：「焼津市ラウンドアバウト社会実験協議会資料」



静岡県焼津市 関方交差点 （アンケート速報）
せき が た

■事前アンケート調査■事前アンケート調査 ■実験中アンケート調査■実験中アンケート調査
【事前アンケートの概要】
（1）目的 ： 改良前交差点の安全性に対する評価を調査
（2）対象者 ： ①地元住民、 ②事業所
（3）調査方法 ： ①自治会経由にて配布、②個別配布
（4）配布時期 ： 12月下旬配布 1月10日〆切り

【実験中アンケートの概要】
（1）目的 ： 改良後の安全性に対する評価を調査
（2）対象者 ： ①地元住民 ②事業所 ③タクシー協会
（3）調査方法 ： ①自治会経由にて配布、②③個別配布
（4）配布時期 ： 1月下旬配布 2月17日〆切り

常にあぶ

（4）配布時期 ： 12月下旬配布、1月10日〆切り
（5）配布部数 ： 633部
（6）回収数 ： 299部（回収率47.2％） ※1月末時点

● 関方交差点の危険認識
・関方交差点を利用して
る 答者

（4）配布時期 ： 1月下旬配布、2月17日〆切り
（5）配布部数 ： 1210部
（6）回収数 ： 456部（回収率37.7％） ※2月21日時点

● ラウンドアバウトの通行ルールの理解および交差点の印象
・ラウンドアバウトの通行ルールを「事前に知っていた」が約4割、「通行して
分 た を含める 約 割が通行 を 解
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出典：「焼津市ラウンドアバウト社会実験協議会資料」



事前の住民及び事業所への説明の結果 当該交差点のセミトレ ラの利用が

静岡県焼津市 関方交差点 （計画後の変更点）
せき が た

事前の住民及び事業所への説明の結果、当該交差点のセミトレーラの利用が
確認されたため、セミトレーラが通行可能な計画として見直しを行った。ま
た、注意喚起看板等の設置の見直しを行った。

至

至 県道焼津岡部線①中央島 D=12m⇒縁石を50cm内側へ
縁石外側は緑色に着色し、視覚的にエプロン部とは区
分。

①中央島の縁石を50cm内側へ
縁石外側は緑着色
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③一時停止注意喚起
③一時停止注意喚起

５
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②隅角部曲線を拡大
拡大部はゼブラ処理

至 朝比奈川

②隅角部R=9～12m⇒12～60mに変更
拡大部分はゼブラ処理とし、大型・セミ
トレはゼブラ部分を利用して通行。

14出典：「焼津市ラウンドアバウト社会実験協議会資料」



静岡県焼津市 関方交差点 （運用後の対応）
せき が た

開通初期に反対車線への誤進入や右折(270°方向)の通行の迷走が確認され改善開通初期に反対車線への誤進入や右折(270 方向)の通行の迷走が確認され改善
を行った。また、右折(270°方向)車両の迷走(逆走)防止のため、注意喚起標識等
の設置を行った。

至

至 県道焼津岡部線

①道路鋲を設置
右折誤進入を防止するため、進入
部を明確化。

③走行ルールについて説明 ③走行ルールについて説明
警察の協力をいただきながら、走行
ルールについてのチラシ配布や説明。

①進入部に道路鋲を設置

至

藤
枝
市

至

国
道

②中央線の延長
流入部手前の中央線を延伸させ、
走行車線を明確化

④注意看板を設置

②中央線の延長

道
１
５
０
号

走行車線を明確化。

＜開通直後＞

④注意看板の設置
右折(270°方向)車両の迷走(逆走)
防止のため、注意喚起標識等の設置。

至 朝比奈川

＜見直し後＞

車
も
自
転

時
⑤区画線を見直し

15

＜見直し後＞ 転
車
も

時
計
回
り

⑤区画線の見直し
流入誘導（逆走防止）のた
め、環道に対して角度をつけた
進入とする区画線に見直し。

出典：「焼津市ラウンドアバウト社会実験協議会資料」



滋賀県守山市 立田町交差点 （位置と概要）
たつ た ちょう

自動車交通量 666台／時（朝ピーク時）

滋賀県

自動車交通量 666台／時（朝ピ ク時）
通学路の指定：無 バス路線：無 大型車交通量：寡（朝ピーク時） トレーラー進入：無
交通事故：９件／５年（出合頭９件（内２件は重傷者あり）

集落が点在する市街化調整区域で、周辺には畑地や田園が広がっている。昼間の交通量は少ないも
のの 朝夕の幹線道路が渋滞する時間帯に抜け道として車両が通過する

県域図

のの、朝夕の幹線道路が渋滞する時間帯に抜け道として車両が通過する。

対象交差点
守山市

交差点付近
対象交差点

琵
琶

対象交差点

琶
湖

守山市の概要（平成25年７月31日）

守山市役所

16

人口：７万９７２６人

面積：５５．７３K㎡



滋賀県守山市 立田町交差点 （実験前の状況）
たつ た ちょう

至：琵琶湖 CC

AA

CC

市道笠原立田線とAA 市道笠原立田線と
市道浜街道立田線の
無信号交差点

従道路側（Ｃ、Ｄ）から

至：守山駅

BB
従道路側（C、D）から交差点に進入する際の
不十分な一時停止により、
出会頭の事故が過去５年に９件発生

交差点進入時は、

一時停止

至：守山駅

ＢＢＡＡ DD

縮尺1：500DD
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滋賀県守山市 立田町交差点 （実験中の状況）
たつ た ちょう

至至国道国道477477号号
AA

①国道①国道477477号側よ号側よ りり交差点を望む交差点を望む ④おうみん④おうみんちち側よ側よ り交差点を望むり交差点を望む

至至

服服

AA
ＣＣ

①① ②②
服
部
大
橋
・新

服
部
大
橋
・新新
庄
大
橋

新
庄
大
橋

②服部大橋・新庄大橋側よ②服部大橋・新庄大橋側よ りり交差交差
点を望む点を望む

⑤横断歩道における標示⑤横断歩道における標示

③③
④④ 流入流入 角度角度 備考備考

流入角度流入角度

各方向の流入角度各方向の流入角度

至至守山北高校守山北高校至至おうみんおうみんちち
BBＤＤ③守山北高校側よ③守山北高校側よ りり交差点を望む交差点を望む

③③
ＡＡ 4242°°

ＢＢ 5555°°

ＣＣ 5757°°

（中央島）（中央島） （ｴﾌﾟﾛﾝ）（ｴﾌﾟﾛﾝ）（ｴﾌﾟﾛﾝ）（ｴﾌﾟﾛﾝ）
（環（環 道）道）（環（環 道）道）

ＤＤ 5656°°

（中央島）（中央島） （ｴﾌ ﾛﾝ）（ｴﾌ ﾛﾝ）（ｴﾌ ﾛﾝ）（ｴﾌ ﾛﾝ）
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滋賀県守山市 立田町交差点 （実験中の状況）
たつ た ちょう

実験中の交通量実験中の交通量 （事後調査（事後調査 ピーク時間ＯＤピーク時間ＯＤ 1/231/23（木）（木）7:207:20～～8:20 18:20 1時間）時間）
C

27
(0)

C

1
(1)

実験中の交通量実験中の交通量 （事後調査（事後調査 ピ ク時間ＯＤピ ク時間ＯＤ 1/231/23（木）（木）7:207:20 8:20 18:20 1時間）時間）

単位：台/時
上段：全上段：全車車

A→Ｂ
自転車 13台
歩行者 2人

A 395
(5)

(0)
A 120
(6)

(1) （下段：大（下段：大型）型）
Ｂ→Ａ
自転車 0台
歩行者

B

368
(5) B

139
(7)C C

歩行者 1人
Ｂ→D
自転車 0台
歩行者 1人

B

D

１
(0)

(5) B

D

25
(1)

(7)

A

C

9

71
(1)

C

0

72
(0)

Ｃ→A
自転車 0台
歩行者 2人D D

A 9
(0)

A 0
(0)

■■全車全車総流入交通量総流入交通量

B

60

2
(0) B

97

25
(0)

全車全車総流入交通量総流入交通量
：７０２台：７０２台/h/h
■大型車総流入交通量■大型車総流入交通量
：１３台：１３台/n/n
■自転車利用交通量■自転車利用交通量

D

60
(1)

D

97
(0)

自転車利用交通量自転車利用交通量
：１４台：１４台/h/h
■歩行者利用者数■歩行者利用者数
：５人：５人/h/h

Ｃ→D
自転車 1台
歩行者 0人

19出典：「守山市ラウンドアバウト協議会資料」



滋賀県守山市 立田町交差点 （実験中の状況）
たつ た ちょう

■実験前（４枝無信号交差点）■実験前（４枝無信号交差点）

ＢＢ 至至守山北高校守山北高校

ＣＣ ＤＤ

■実験前（４枝無信号交差点）■実験前（４枝無信号交差点）

ＤＤ
至至

服
部
大

服
部
大

至至

お
う
み

お
う
み ■実験中（４枝ラウンドアバウト）■実験中（４枝ラウンドアバウト）大

橋
・新
庄
大
橋

大
橋
・新
庄
大
橋

み
ん
み
ん
ちち ＢＢ 至至守山北高校守山北高校

ＤＤ

■実験中（４枝ラウンドアバウト）■実験中（４枝ラウンドアバウト）

ＡＡ 至至国道国道477477号号
橋橋

ＣＣ

至至

ＤＤ

至至

お
う
み

お
う
み至至

服
部
大
橋
・

服
部
大
橋
・

み
ん
み
ん
ちち

・新
庄
大
橋

・新
庄
大
橋

ＡＡ 至至国道国道477477号号
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滋賀県守山市 立田町交差点 （実験中の状況）
たつ た ちょう

朝ピーク時の交通状況朝ピーク時の交通状況【【1/23(1/23(木木)8:00)8:00頃頃】】朝ピ ク時の交通状況朝ピ ク時の交通状況【【1/23(1/23(木木)8:00)8:00頃頃】】
ＢＢ 至至守山北高校守山北高校

ＣＣ

至至

ＤＤ

至至至至

服
部
大
橋

服
部
大
橋

至至

お
う
み

お
う
み橋

・新
庄
大

橋
・新
庄
大

み
ん
み
ん
ちち

ＡＡ

大
橋
大
橋

至至国道国道477477号号
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滋賀県守山市 立田町交差点 （実験中の状況）
たつ た ちょう

自転車通行の状況自転車通行の状況【【環道環道】】
ＢＢ 至至守山北高校守山北高校

ＣＣ

至至

ＤＤ

至至

自転車通行の状況自転車通行の状況【【環道環道】】

至至

服
部
大
橋

服
部
大
橋

至至

お
う
み

お
う
み橋

・新
庄
大

橋
・新
庄
大

み
ん
み
ん
ちち

ＡＡ

大
橋
大
橋

至至国道国道477477号号
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滋賀県守山市 立田町交差点 （実験中の状況）
たつ た ちょう

自転車通行の状況自転車通行の状況【【横断歩道横断歩道】】
ＢＢ 至至守山北高校守山北高校

ＣＣ

至至

ＤＤ

至至

自転車通行の状況自転車通行の状況【【横断歩道横断歩道】】

至至

服
部
大
橋

服
部
大
橋

至至

お
う
み

お
う
み橋

・新
庄
大

橋
・新
庄
大

み
ん
み
ん
ちち

ＡＡ

大
橋
大
橋

至至国道国道477477号号
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滋賀県守山市 立田町交差点 （実験中の状況）
たつ た ちょう

歩行者通行の状況歩行者通行の状況【【横断歩道横断歩道】】
ＢＢ 至至守山北高校守山北高校

ＣＣ

至至

ＤＤ

至至

歩行者通行の状況歩行者通行の状況【【横断歩道横断歩道】】

至至

服
部
大
橋

服
部
大
橋

至至

お
う
み

お
う
み橋

・新
庄
大

橋
・新
庄
大

み
ん
み
ん
ちち

ＡＡ

大
橋
大
橋

至至国道国道477477号号
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滋賀県守山市 立田町交差点 （実験中の状況）
たつ た ちょう

朝と夜間の状況朝と夜間の状況
ＢＢ 至至守山北高校守山北高校

ＣＣ

至至

ＤＤ

至至

朝と夜間の状況朝と夜間の状況
朝の状況朝の状況

至至

服
部
大
橋

服
部
大
橋

至至

お
う
み

お
う
み

橋
・新
庄
大

橋
・新
庄
大

み
ん
み
ん
ちち

ＢＢ 至至守山北高校守山北高校 夜間の状況夜間の状況
大
橋
大
橋

至至国道国道477477号号

ＣＣ

至至

服
部
服
部

ＤＤ

至至

お
う
お
うＡＡ 至至国道国道477477号号 部

大
橋
・新
庄

部
大
橋
・新
庄

う
み
ん

う
み
ん
ちち

庄
大
橋

庄
大
橋

ＡＡ 至至国道国道477477号号
25出典：「守山市ラウンドアバウト協議会資料」



滋賀県守山市 立田町交差点 （調査結果速報）
たつ た ちょう

■アプローチ部■アプローチ部((停止線手前停止線手前40m40m付近付近))の流入速度の変化の流入速度の変化

40

50

60

h
)

A流入部 (平均速度)

■アプロ チ部■アプロ チ部((停止線手前停止線手前40m40m付近付近))の流入速度の変化の流入速度の変化

実験前実験前 20132013年年11月月1111日日((月月)) 7:207:20～～8:208:20
実験中実験中 20142014年年11月月2323日日((木木)) 7:407:40～～8:408:40

-11 7km

■実験中の流出入速度■実験中の流出入速度
は低下。は低下。

49.5 
37.8 

0

10

20

30

40

速
度
(K
m
/h

-11.7kmは低下。は低下。
■段差舗装を設置した■段差舗装を設置した
Ｂ流入部の流入速度Ｂ流入部の流入速度
とＡ流出部の流出速とＡ流出部の流出速

60
B流出部 (平均速度)

0
実験前 実験中

Ｃ

至
服
部
大
橋

Ａ

至国道477号

とＡ流出部の流出速とＡ流出部の流出速
度の低下量が大きい度の低下量が大きい
傾向にある。傾向にある。

52.8
40.7 20

30

40

50

速
度
(K
m
/h
)

40

50

60

K
m
/h
)

A流出部 (平均速度)

Ｃ 橋
・
新
庄
大
橋-13.8km

-12.1km

0

10

実験前 実験中

54.2
40.4 

0

10

20

30

速
度
(K

実験前 実験中

Ｂ

至守山北高校
至おうみんち
Ｄ

54 030

40

50

60

度
(K
m
/h
)

B流入部 (平均速度)

実験前 実験中 至守山北高校

-16.5km ※停止線より約40m手
前に設置したモバイ54.0 

37.5 

0

10

20速
度

実験前 実験中

前に設置したモバイ
ルトラカンにより計
測したデータ
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滋賀県守山市 立田町交差点 （調査結果速報）
たつ た ちょう

■遅れ時間の変化（１台当たりの平均旅行時間の変化）■遅れ時間の変化（１台当たりの平均旅行時間の変化）■遅れ時間の変化（１台当たりの平均旅行時間の変化）■遅れ時間の変化（１台当たりの平均旅行時間の変化）

■交差点全体の平均旅行時間は、総旅■交差点全体の平均旅行時間は、総旅
行時間と同様に実験中の平均旅行時行時間と同様に実験中の平均旅行時
間は 実験前に比べ増加間は 実験前に比べ増加

Ａ Ｃ

至 国道477号

至

服
部
大
橋

Ｃ
至
服
部
大
橋

Ａ

至国道477号
【【実験前実験前H25.11.11H25.11.11】】 【【実験中実験中H26.1.23H26.1.23】】

間は、実験前に比べ増加。間は、実験前に比べ増加。
■従道路（■従道路（CC，，Ｄ方向）については、Ｄ方向）については、
総旅行時間と同様に実験中の平均旅総旅行時間と同様に実験中の平均旅 ＢＤ

至

お
う
み
ん
ち

橋

･

新
庄
大
橋

Ｂ

橋
・
新
庄
大
橋

至
お
う
み
ん
ち Ｄ

：計測断面：計測断面
：計測断面：計測断面

実験前 平
Ｃ方向

実験前
実験中A方向

実験前
実験中

行時間は、実験前に比べ減少。行時間は、実験前に比べ減少。 至 守山北高校 至守山北高校
ち Ｄ ：計測断面：計測断面

主道路主道路 従道路従道路主道路及び従道路の平均旅行時間主道路及び従道路の平均旅行時間交差点全体の平均旅行時間交差点全体の平均旅行時間

実験前

9.2
10.4 11.3

18.5

11.3
10

20

30平
均
旅
行
時
間
（
秒

主道路
実験前

実験中

17.6 18.3 20.0
18.514.5 14.6

19.6
15.4

10

20

30平
均
旅
行
時
間
（
秒
／
台

方向 実験中

4.2 4.3
6.7 4.3

11.5 11.2 10.8 11.2
10

20

30平
均
旅
行
時
間
（
秒
／
台

A方向
実験中

16.3
10.6 12.1

17.8
12.3

20

30平
均
旅
行
時
間
（

交差点全体
実験前

実験中

6.0 4.2 4.3

0

10

左折 直進 右折 合計

／
台
） 0

左折 直進 右折 合計

台
）

4.3

0
左折 直進 右折 合計

台
）

主道路主道路 従道路従道路

実験前

6.6 7.2 7.8

0

10

左折 直進 右折 合計

秒
／
台
）

※総旅行時間は、ピー
ク１時間の全ＯＤを
対象に算定した値で

11.8
9 1

11.5

21.1

11.4

10

20

30平
均
旅
行
時
間
（
秒

Ｂ方向
実験前
実験中

16.8 15.6 16.415.3
16.8

15.6
20

30平
均
旅
行
時
間
（
秒

D方向
実験前
実験中

17.6 17.4
16.6 17.214.5 15.0

17.7
15.620

30平
均
旅
行
時
間
（

従道路
実験前
実験中

対象に算定した値で
ある。

8.3
3.7 4.3

9.1

0

10

左折 直進 右折 合計

秒
／
台
）

0.0 0.00

10

左折 直進 右折 合計

秒
／
台
）

0

10

左折 直進 右折 合計

（
秒
／
台
）
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滋賀県守山市 立田町交差点 （計画後の変更点）
たつ た ちょう

各流入部において、小型車の高速での環道進入を回避するため、流入部の路肩側各流入部において、小型車の高速での環道進入を回避するため、流入部の路肩側
にゼブラの設置を行った。

至至国道国道477477号号
①国道477号側のゼブラ ③服部大橋・新庄大橋側のゼブラ

至至

AA
ＣＣ

至至国道国道477477号号

至至

服
部
大
橋

服
部
大
橋

ゼブ
橋
・新
庄
大
橋

橋
・新
庄
大
橋

■流入部へのゼブラの設置
→小型車の速度抑制のため、
ゼブラの設置。

②おうみんち側のゼブラ

④守山北高校側のゼブラ

至至守山北高校守山北高校至至おうみんおうみんちち
BBＤＤ

至至守山北高校守山北高校至至おうみんおうみんちち
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滋賀県守山市 立田町交差点 （運用後の対応）
たつ た ちょう

開通初期に反対車線への誤進入や右折（270°方向）の通行の迷走、守山北高校側からの高

至至国道国道477477号号
AA

開通初期に反対車線への誤進入や右折（270 方向）の通行の迷走、守山北高校側からの高
速進入が確認され対応を行った。
①ポストコーンの追加設置
→反対車線への後進入や右折誤進入を

③環道優先看板の矢印化
→右折進入の迷走を防止するため、

至至

服
部
大
橋

服
部
大
橋

AA
ＣＣ

→反対車線への後進入や右折誤進入を
を防止するため、進入部を明確化。

→右折進入の迷走を防止するため、
進行方向の明確化。

橋
・新
庄
大
橋

橋
・新
庄
大
橋橋橋

BBＤＤ①ポストコ ンの追加設置

①ポストコーンの追加設置
→反対車線への後進入や右折誤進入
を防止するため、進入部を明確化。

至至守山北高校守山北高校至至おうみんおうみんちち
①ポストコーンの追加設置
→反対車線への後進入や右折誤進入
を防止するため、進入部を明確化。

を防止するため、進入部を明確化。

②段差舗装の設置
→守山北高校側からの高速進入を防
止するため、速度抑制対策の実施。止するため、速度抑制対策の実施。

29出典：「守山市ラウンドアバウト協議会資料」


